ネパールの教育･保育の現状と課題　－カースト制度、女性差別、貧困とたたかうネパール民衆－ by 山田 隆幸
ネパールの教育･保育の現状と課題
一カースト制度、女性差別、貧困とたたかうネパール民衆一
山田隆幸
はじめに
一度はヒマラヤを見、雄大な自然の懐に入り込んでみたい、あるいは世界の最貧国の1つと言
われる国でのボランティア活動で、自分が生きていることの手応えをつかんでみたいなど様々な
思いで、ネパールという国に親しみを持っている日本人は多い。私が初めてネパールを訪問した
のは、1992年である。富士山より高いところに登りたい、やがてヒマラヤの6000m峰に到達す
るということが目標になった。当時、小･中学校の教員をしていた関係で、単に登山を楽しむだけ
でなく、ネパールの学校を訪れたり、子どもたちの生活・教育に目を向ける中で、様々な問題が
見えてきた。いつも同行する妻は、無類の好奇心のかたまりで、飛び入りで授業をしたり、質問
を連発して関わりを作り、私は、もっぱらその様子をビデオやカメラで記録をしてきた。
王制打倒を掲げる武装集団･マオイスト（毛沢東主義派）の勢力拡大を直接目にし、さらに一気
に拡がった第2次民主化闘争の進展を目の当たりにして、ネパール王国体制への疑問、子ども・
教育に関する調査･研究意欲が高まってきた。2004年に義務制学校を定年退職、大学勤務になっ
たことで研究時間が取りやすくなり、取りかかってみた。しかし、ネパールに関する研究・報告
は膨大であり､今更どんなことをやればいいのか､取り組む意味はあるのか自信喪失であったが、
目にするものの多くは、教育制度の研究や、援助活動の紹介･成果報告であった。カーストという
差別制度による貧困のなかで喜び、悲しみ、必死に希望を追い求めて生きている民衆の姿を砺例
研究的に取り上げれば、それはそれで意味あるものになるのではと考えるようになった。さらに
本学園には何人ものネパール人留学生がおり、彼らの受けた保育･教育の様子を聞くことで、私の
個人的体験という枠から出られるという幸運も後押しとなった。今のネパールは、国家体制の激
変期・不安定期であり、文章化されたものは､すでに過去のものとなっていることも少なくない。
そのため、現地新聞やネットからの情報、現地で支援活動をしている日本人の報告や慨学生の体
験、私の足でつかんだ資料をもとに、今を生き抜いている民衆の姿を描くことになる。客観'性、
科学‘性に疑問を持たれることを覚悟の上で論述する。
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